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基
本
的
教
育
と
識
字
率
向
上
月
間 

／
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
月
間 

 
 

 

平
成
28
年
９
月
５
日
（
月
） 

名
古
屋
中
・
大
須
・
栄
合
同 

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

於 

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

58
名 

 
 

出
席
計
算
数 45

名
中
33
名
出
席 

出
席
率
73
・
33
％ 

前
々
回
出
席
率
94
・
12
％ 

  

例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

★
ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
・
地
区
事
務
長
紹
介

 

★
３
Ｒ
Ｃ
会
長
・
副
会
長
・
幹
事
紹
介 

★
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
君
が
代
」「
奉
仕
の
理
想
」 

  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

歓
迎 

服
部
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
。名
古

屋
中
Ｒ
Ｃ
／
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
の
皆
様
と

の
交
流
も
楽
し
み
で
す
。 

照
井 

 

栞
・
佐
々
木 

功 

酒
井 

 

修
・
岡
村 

隆
德 

髙
木 

政
義
・
吉
田 

明
夫 

前
田 

隆
久
・
丹
下 

富
博 

ゴ
ル
フ
例
会
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
堀
江
さ
ん
、
大
原
さ
ん
、
吉
田
憲

一
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

大
上 

晃
延 

浅
野
さ
ん
、
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
次
は
米
寿
、
卒
寿

で
す
ね
。 

 
 

 
 

 

春
日
井
和
良 

９
月
３
日
無
事
に
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
２
０

０
合
唱
団
演
奏
会
終
わ
り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
来
場
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
 

 
 

 
 

 

鬼
頭 

茂
成 

  

点
鐘
（
開
会
） 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
会
長 

梶
田 

知 
  

ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
幹
事
・ 

 
 

地
区
事
務
長
紹
介
（
敬
称
略
）

 

ガ
バ
ナ
ー 

 

服
部 

良
男 

地
区
幹
事 

 

岩
月 

昭
佳 

地
区
事
務
長 

加
藤 

博
巳 

  

３
Ｒ
Ｃ
会
長
・ 

 
 

副
会
長
・
幹
事
紹
介
（
敬
称
略
）

 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

梶
田 

 

知 

副
会
長 

飯
田 

鳴
登 

幹 

事 

永
野 

光
容 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

照
井 

 

栞 

副
会
長 

吉
田 

憲
一 

幹 

事 

林 
 

順
治 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ 

会 

長 

山
田 

慎
也 

副
会
長 

青
木 

 

宏 

加
藤 

龍
雄 

幹 

事 

笠
原 

 

猛 
  

会
長
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
会
長 

梶
田 

知 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ

会
長
の
梶
田
知
で
す
。
名
古
屋
大
須
Ｒ

Ｃ
、
名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
の
会
長
も
お
ら
れ

ま
す
が
、
恒
例
に
よ
り
ご
挨
拶
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

 

リ
オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
始
ま
り
、
リ

オ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
終
わ
っ
た
感
の
あ

る
８
月
が
過
ぎ
、
早
く
も
９
月
と
な
り

ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
で
今

年
は
少
し
影
が
薄
か
っ
た
感
じ
で
す
が
、 

毎
年
こ
の
時

期
に
は
全
国

高
校
野
球
大

会
が
甲
子
園

球
場
で
行
わ

れ
、
野
球
フ

ァ
ン
を
わ
か

せ
ま
す
が
、

同
じ
球
場
で

全
国
Ｒ
Ｃ
野 

球
大
会
が
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
で
既
に

33
回
を
重
ね
て
い
る
こ
と
を
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。
今
年
は
５
月
、
７
月
、
９
月

に
各
２
日
間
行
わ
れ
、登
録
は
１
７
５
ク

ラ
ブ
、
出
場
チ
ー
ム
は
61
ク
ラ
ブ
で
、

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
は
15
回
目
の
出
場
と
な

り
ま
し
た
。 

 

こ
の
大
会
の
生
い
立
ち
は
、
昭
和
53

年
４
月
、京
都
伏
見
Ｒ
Ｃ
が
野
球
同
好
会

を
つ
く
り
、54
年
の
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」 

４
月
号
誌
上
で
、同
ク
ラ
ブ
の
松
原
一
朗

さ
ん
が
全
国
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
野
球

を
し
た
い
と
呼
び
か
け
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
さ
っ
そ
く
４
月
末
に
当
時
の

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
小
津
球
団
社
長
を
擁

す
る
西
宮
甲
子
園
Ｒ
Ｃ
が
名
乗
り
を
あ

げ
、
同
年
９
月
に
甲
子
園
球
場
で
ダ
ブ

ル
ヘ
ッ
ダ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

記
事
が
「
ロ
ー
タ
リ
ー
の
友
」
11
月
に

掲
載
さ
れ
る
と
、
東
京
秋
川
Ｒ
Ｃ
、
広
島

北
Ｒ
Ｃ
、近
江
八
幡
Ｒ
Ｃ
が
次
々
に
名
乗

り
を
あ
げ
、京
都
伏
見
Ｒ
Ｃ
は
頻
繁
に
遠

征
し
た
り
、対
戦
相
手
を
迎
え
る
な
ど
し

て
、次
第
に
大
会
ム
ー
ド
が
盛
り
上
が
っ

て
い
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
56
年
３
月
７

日
・
８
日
に
こ
の
５
ク
ラ
ブ
に
東
京
府

中
Ｒ
Ｃ
を
加
え
た
６
ク
ラ
ブ
に
よ
る
準

備
大
会
が
甲
子
園
球
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
時
は
東
京
秋
川
Ｒ
Ｃ
が
優
勝

し
ま
し
た
が
、プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
た
入

場
行
進
、元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
藤
村
富

美
男
氏
が
ア
ン
パ
イ
ア
を
務
め
る
な
ど

話
題
が
多
く
、そ
の
模
様
は
毎
日
新
聞
や

ス
ポ
ー
ツ
紙
に
「
高
校
野
球
の
ミ
ニ
版

の
よ
う
な
大
会
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た

そ
う
で
す
。 

 

同
年
９
月
、第
１
回
全
国
大
会
に
向
け

て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
委
員
会
が
結
成
さ

れ
、
小
津
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
、
松
原
事
務

長
の
下
、つ
い
に
57
年
２
月
、５
月
に
18

ク
ラ
ブ
が
参
加
し
て
第
１
回
全
国
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、

広
島
北
Ｒ
Ｃ
が
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の

後
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
と
親
睦
大
会
が

隔
年
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は

親
睦
大
会
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
翌
日
試
合
を
行
う
全
チ
ー
ム
10
～

12
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
て
の
前
夜
祭
で
は
、

お
国
自
慢
や
趣
向
を
凝
ら
し
た
自
チ
ー

ム
の
紹
介
、郷
土
土
産
や
バ
ナ
ー
交
換
を

行
う
な
ど
、舌
戦
と
爆
笑
の
２
時
間
と
な

っ
て
お
り
、そ
の
楽
し
さ
は
格
別
で
す
。

無
理
せ
ず
ケ
ガ
を
し
な
い
よ
う
に
勝
敗

は
二
の
次
、親
睦
を
第
一
目
標
に
と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、出
場
チ
ー
ム
同
士
の

親
睦
、
ク
ラ
ブ
内
の
親
睦
、
そ
し
て
会
員

増
強
に
一
役
か
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
本
日
は
今
年
度
最
も
重
要
な

名
古
屋
大
須
、名
古
屋
栄
、名
古
屋
中
Ｒ

Ｃ
合
同
例
会
で
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問

で
す
。
お
忙
し
い
中
、
服
部
良
男
ガ
バ

1352 
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ナ
ー
、岩
月
昭
佳
地
区
幹
事
、加
藤
博
巳

地
区
事
務
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
服
部
ガ
バ
ナ
ー
は
１
９
８
９
年
１

月
に
岡
崎
Ｒ
Ｃ
に
入
会
さ
れ
、
10-

11

年
度
に
は
ク
ラ
ブ
会
長
、
地
区
で
は
06

-

07
年
度
に
地
区
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
委

員
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
職
業
分
類

は
厨
房
機
器
製
造
で
、
服
部
工
業
㈱
の

代
表
取
締
役
、
ま
た
岡
崎
商
工
会
議
所

副
会
頭
な
ど
多
く
の
公
職
に
も
就
か
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
本
日
は
例
会
に
先
立

ち
、
３
人
を
囲
ん
で
３
Ｒ
Ｃ
会
長
・
幹

事
に
よ
る
事
前
懇
談
会
を
開
催
し
、
席

上
各
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
有
意
義
な
ご
指

導
・
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
ク
ラ
ブ
運
営
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
服
部
ガ
バ
ナ
ー
に
は

こ
の
後
、
今
年
度
の
施
策
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
服
部
良
男

ガ
バ
ナ
ー
、岩
月
昭
佳
地
区
幹
事
、加
藤

博
巳
地
区
事
務
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
か
ら
も
激
務
が
続
く
と
存
じ
ま
す

が
、健
康
に
留
意
さ
れ
、ご
活
躍
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
歓
迎
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

幹
事
報
告 

 
        

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
幹
事 

 

永
野 

光
容 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
幹
事 

林 
 

順
治 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
幹
事  

笠
原 

 

猛 

  

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問 

 
 

（
敬
称
略
） 

Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区 

ガ
バ
ナ
ー 

服
部 

良
男 

本
年
度
の
Ｒ
Ｉ
会
長
ジ
ョ
ン
Ｆ
．ジ
ャ 

ー
ム
さ
ん
は
１
月
の
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー

で
今
年
の
テ
ー
マ
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「R

O
T

A
R

Y
 S

E
R

V
IN

G
 

H
U

M
A

N
IT

Y

」
、日
本
語
で
は
「
人
類

に
奉
仕
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
」
で
す
。
そ
の

ス
ピ
ー
チ
を
伺
う
と
、ロ
ー
タ
リ
ー
は

人
々
に
奉
仕
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

現
在
、Ｒ
Ｉ
が
抱
え
て
い
る
問
題
は
先

進
国
で
の
会
員
減
少
で
す
。
減
少
し
て

い
る
会
員
数
推
移
を
仕
事
の
売
上
げ
と

考
え
る
と
、
何
を
す
れ
ば
い
い
の
で
し

ょ
う
か
。
た
だ
単
に
経
費
を
カ
ッ
ト
し

て
も
問
題
は
解
決
し
ま
せ
ん
。
Ｒ
Ｉ
は
、

ま
ず
組
織
の
持
っ
て
い
る
強
み
、価
値
、

い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
再
認
識
・
定
義

づ
け
を
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
そ
し

て
、そ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
世
界
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
と
共
有
し
、
企
業
で
言
う
な

ら
ブ
ラ
ン
ド
を
使
っ
て
も
う
一
度
商
品
、

サ
ー
ビ
ス
を
つ
く
り
直
し
て
多
く
の

人
々
に
伝
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
Ｒ
Ｉ
の
戦
略
計
画
で
す
。 

ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
、
５
つ
中
核
的
価

値
、強
み
が
あ
り
、そ
れ
が
ロ
ー
タ
リ
ー

の
ブ
ラ
ン
ド
と
も
言
え
ま
す
。 

 

１
つ
目
はF

e
llo

w
s
h

ip

（
親
睦
）
、Fe 

-llo
w

と
は
同
じ
目
的
を
共
有
し
共
に
協 

       

働
す
る
仲
間
で
あ
り
、Sh

ip

と
は
そ
の

関
係
を
維
持
す
る
こ
と
で
す
。
２
つ
目

ト
」
に
代
表
さ
れ
る
倫
理
性
で
、ロ
ー
タ

リ
ー
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
。３
つ
目
はD

iv
e
 

-
rs

ity

（
多
様
性
）
、ポ
ー
ル
・
ハ
リ
ス
の
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
設
時
の
思
い
で
あ 

る
「
多
様
性
と
寛
容
さ
」
と
重
な
り
ま
す
。

 

４
つ
目
はL

e
a

d
e
rs

h
ip

（
リ
ー
ダ
ー 

シ
ッ
プ
）
、ロ
ー
タ
リ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
と
は
、ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
化
で
き
る
こ

と
で
す
。
５
つ
目
はS

e
rv

ic
e

（
奉
仕
）
、

ロ
ー
タ
リ
ー
が
人
々
に
与
え
ら
れ
る
唯

一
の
言
動
や
行
動
で
あ
り
、
困
っ
て
い

る
人
に
背
を
向
け
ず
、
出
来
る
限
り
の

こ
と
を
し
、人
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
で
す
。

 

 

地
区
の
方
針
は
「B

e
 th

e
 R

o
ta

r 

-
ia

n
 
F

in
d

 
th

e
 
R

o
ta

ria
n

」
、

～
真
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
な
ろ
う
。
ロ

ー
タ
リ
ア
ン
を
見
つ
け
よ
う
～ 

と
し
ま

し
た
。
こ
れ
が
意
味
す
る
の
は
、
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
る
前
に
、
真

の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
と
は
何
か
、
ブ
ラ
ン

ド
を
認
識
し
て
磨
く
こ
と
を
し
た
上
で
、

人
道
的
奉
仕
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
仲
間
と
一
緒
に
地
域
の

奉
仕
活
動
を
し
て
、ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
ブ

ラ
ン
ド
を
地
域
の
人
々
に
伝
え
て
新
し

い
仲
間
を
見
つ
け
よ
う
と
も
訴
え
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
10
年
後
、
20
年
後
も
地
区
が

輝
き
続
け
る
た
め
の
行
動
を
今
や
ら
な

け
れ
ば
、持
続
可
能
に
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、地
域
の
人
々

に
分
か
る
表
現
で
ブ
ラ
ン
ド
や
奉
仕
活

動
を
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
、３
つ
の
戦
略
・
重
点
戦
術
を
展
開
し 

ま
す
。 

 

１
つ
目
はM

y
 R

o
ta

ry

へ
登
録
す 

る
こ
と
で
す
。２
つ
目
はC

lu
b

 C
e
n

t 

-
ra

l

へ
情
報
を
入
力
し
て
、
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
で
シ
ェ
ア
ー
す
る
こ
と
で
す
。
３

つ
目
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
（F

a
c
e
 

b
o
o
k

・Tw
itte

r

等
）
で
ロ
ー
タ
リ
ー
の

ブ
ラ
ン
ド
と
奉
仕
活
動
の
成
果
を
オ
ー

プ
ン
に
し
、
地
域
の
人
々
と
共
有
し
て

広
報
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
す
。 

 

こ
う
し
た
戦
術
の
中
で
もM

y
 R

o
t 

-
a

ry

へ
の
登
録
率
を
50
％
、
入
会
３

年
未
満
の
会
員
登
録
率
を
１
０
０
％
に

し
た
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
よ
り

多
く
の
人
々
の
笑
顔
を
見
る
た
め
に
、

私
自
身
ガ
バ
ナ
ー
と
し
て
懸
命
に
努
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
願
い
致

し
ま
す
。 

  

乾
杯
の
挨
拶 

 
 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
大
須
Ｒ
Ｃ
会
長 

照
井 

栞 

こ
の
季 

節
の
恒
例 

行
事
と
い 

え
ば
中
・ 

栄
・
大
須 

３
Ｒ
Ｃ
合 

同
例
会
と
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
を
終
え
る
と
風
が
爽
や
か

に
な
り
季
節
は
秋
に
変
わ
り
ま
す
。 

 

本
日
は
服
部
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
熱
い
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。
ご
出
席
の
皆
様
は

ロ
ー
タ
リ
ー
活
動
へ
の
や
る
気
ス
イ
ッ

チ
を
改
め
て
入
れ
直
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。
服
部
ガ
バ
ナ
ー
は
こ
の
後
ま
だ
多

く
の
公
式
訪
問
を
控
え
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、健
康
に
留
意
さ
れ
、そ
の
熱
い
思

い
を
地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
に
伝
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
服
部
ガ
バ
ナ
ー
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
、
そ
し
て
皆
様
の
ご
活
躍

を
祈
念
し
―
―
―
乾
杯
！ 

  

閉
会
挨
拶 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
栄
Ｒ
Ｃ
会
長  

山
田 

慎
也 

服
部
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
は
大
所
高
所
か

ら
有
意
義
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
奉
仕
と
は
人
に
笑
顔
を
与

え
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
私
も
笑
顔

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
３
Ｒ

Ｃ
合
同
例
会
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

  

点
鐘
（
閉
会
） 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

名
古
屋
中
Ｒ
Ｃ
会
長 

梶
田 

知 

 

９
月
22
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

法
定
休
日 

９
月
29
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

卓 

話 

「
変
化
す
る
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

岡
部 

快
圓
さ
ん  

「
米
山
奨
学
生
に
採
用
さ
れ
て
か
ら 

６
ヶ
月
の
感
想
」 

米
山
奨
学
生 

李 

相
赫
さ
ん  

 
 

 
 

 
 

広
報
委
員
会   

 

吉
田 

隆
彦 

杉
浦 

令
淑
・
近
藤 

明
美 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 


